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「
命
を
育
む
農
地
」
へ
の
取
り

組
み
は
韓
国
で
も
広
が
る

第35号読者アンケート結果：これからの道の駅
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宮
城
県
内
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
を
、
７
月
末
と
８
月

上
旬
に
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
瓦
礫
は
一
次
集
約
さ
れ
て

い
る
も
の
の
山
高
く
残
っ
て
い
る

ほ
か
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

し
た
。
関
係
者
の
尽
力
に
も
拘
ら

ず
復
旧
復
興
ま

ま
な
ら
ず
、
課

題
あ
り
と
い
う

印
象
で
す
。

被
災
地
の
市
町
村
の
人
手
不
足

を
痛
感
し
ま
し
た
。
家
族
、
親
類

な
ど
を
含
め
被
災
し
た
不
幸
な
職

員
も
多
く
、
利
害
関
係
者
と
の
調

整
の
み
な
ら
ず
、
行
政
間
の
調
整

な
ど
複
雑
且
つ
困
難
な
業
務
で
、

疲
労
困

状
況
に
陥
っ
て
は
い
な

い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
緊
急
時

と
い
う
意
識
も
薄
れ
、
被
災
前
の

し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
と
想
わ
れ
ま

す
。
職
員
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た

が
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
の
復
興
道
路
で
の
「
事
業
促
進

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
、
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
な
ど
、
「
民
」
の

更
な
る
活
用
も
検
討
に
値
す
る
の

で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
ま
す
。

復
旧
復
興
工
事
も
動
き
出
し
、

夫
々
の
工
程
計
画
も
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
立
ち
寄
っ
た
現
場
で

は
、
被
災
地
外
か
ら
の
移
動
で
人

手
の
手
配
や
中
古
活
用
な
ど
で
建

設
機
械
の
手
配
は
目
途
が
付
き
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
資
材
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る
と
の
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
公
共
事
業
削
減

が
背
景
に
あ
る
と
想
わ
れ
ま
す

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
売
り
手
市

場
で
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
現
場
が
本
格
的

に
稼
働
す
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て

は
施
工
工
程
に
支
障
が
出
た
り
、

資
材
の
高
騰
と
い
う
事
態
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。

各
現
場
を
束
ね
た
地
域
ご
と
の

需
給
見
通
し
の
下
、
適
切
な
調
整

を
す
る
こ
と
、
ト
ー
タ
ル
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
石
巻
港
で
の
災
害
廃
棄
物

処
理
を
受
け
持
っ

て
い
る
建
設
会

社
、
技
術
者
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
場
に
は
そ

の
力
は
備
わ
っ
て
い
る
と
想
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど
に
よ

り
、
現
場
に
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ド
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

復
興
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
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「道の駅」の登録制度がスタートして 年目。今回は「これからの

道の駅」について、道の駅に期待すること、お気に入りの道の駅、お

勧めできない道の駅などについてお聞きし、302名の方から回答を頂

きました。

道の駅に期待するもので最も多かったのは①「十分な休憩スペース」

（762％）で、以下②『災害時の防災拠点』（523％）、③『 時間

営業』（470％）、④『地元の新鮮な野菜・魚介類』（417％）、⑤

『その土地ならではの特産品』（411％）がベスト５であった。

東日本大震災後、国民の防災意識の高まりを反映し、『知らない土

地に行けば、道の駅が頼り。災害が起きた場合の避難や迂回路を道の

駅で表示してくれることを期待。』（岩手県・女性・ 歳）という意

見のように、災害時の道の駅への期待の大きさを現している。

「道の駅らしい道の駅」としてあげられたのは383駅あり、特定の

道の駅が人気を集めるということはなく、それぞれの地域で特徴のあ

る道の駅が推薦されたようだ。

また、「お勧めできない道の駅」としてあげられたのは209駅でお

勧め駅（383駅）より大幅に少なく、特定の駅に集中するようなこと

もなかった。

高橋優マネージャー

風光明媚な田園風景が広がる「岩船米

コシヒカリ」穀倉地帯のほぼ中央にあります。岩

船米販売はむろん、とちの実、よもぎ、豆、茶を

練り合わせた自慢のもち製品、しっとりもちもち

の無添加100％米粉パン、笹だんご、健康によいと

好評のテンペ入り饅頭の販売も盛況です。

新潟県村上市九日市809

国道７号 0254－66－8172

三池和臣課長

阿蘇の玄関口として年間100万人以上

に利用され、アクセスしやすさも魅力です。イチ

オシは、特産の「からいも」商品。中でもからい

ものたい焼きはボリュームたっぷりで、芋餡と粒

餡が詰まり二度おいしいと評判です。からいも料

理コンテストの入賞作品も味わえます。

熊本県大津町引水750

国道 号 096－294－1600

田口大志支配人

木曽川の源流、豊かな自然と下呂温泉

などの名所史跡に囲まれ、伊勢神宮式年遷宮の御

神木・木曽ヒノキを産出します。当駅には特産ミ

ネラルトマトや朴葉寿司をはじめ高原野菜や加工

品が沢山。行政とも協力し地域活性化の人材育成

にも積極的に取り組んでいます。

岐阜県中津川市加子母3900

国道257号 0573－79－3319

省
庁
一
体
の
地
域
政
策
を

国
土
の
安
全
・
安
心
を
語
る

際
、何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、「
命

の
価
値
観
」
で
あ
る
。

「
農
業
」と
い
う
漢
字
は
「
農
」

と
「
業
」
か
ら
成
る
が
、
現
在
の

農
業
の
議
論
で
は
「
業
」
と
い
う

「
お
金
」
の
価
値
観
だ
け
で
語
ら

れ
「
農
」
と
い
う
「
命
」
の
価
値

観
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

農
協
な
ど
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
全
国

大
会
は
先
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参

加
反
対
を
決
議
す
る
一
方
、
将
来

的
な
「
脱
原
発
」
宣
言
を
採
択
し

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
で
日
本
の
農
業
は

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
と
い
う
お

金
の
価
値
観
の
半
面
、
脱
原
発
は

命
の
価
値
観
だ
。日
本
農
業
が「
命

の
価
値
観
の
論
理
」
で
語
ら
れ
る

な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
日

本
人
と
生
き
も
の
の
命
を
育
む
農

地
と
い
う
国
土
を
荒
廃
さ
せ
る
こ

と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

群
馬
県
上
野
村
で
畑
を
耕
し
東

京
と
の
往
復
生
活
を
続
け
Ｎ
Ｐ
Ｏ

森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事

も
務
め
る
哲
学
者
、
内
山
節
・
立

教
大
学
大
学
院
教
授
は
、
「
農
」

と
「
業
」
の
論
理
を
「
仕
事
」
と

「
稼
ぎ
」と
表
現
す
る
。
「
仕
事
」

と
は
畑
を
作
っ
た
り
、
樹
の
枝
打

ち
を
し
た
り
、
リ
ン
ゴ
を
育
て
た

り
、
あ
ぜ
道
を
直
す
な
ど
自
然
を

守
る
働
き
を
言
い
、
そ
れ
以
外
は

み
ん
な
「
稼
ぎ
」
だ
と
い
う
。

自
然
を
守
る
「
仕
事
」
と
「
稼

ぎ
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か

が
問
題
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
分
岐
点

が
重
要
。
私
達
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ
の

分
岐
点
を
自
覚
す
る
た
め
「
生
き

も
の
調
査
」
を
し
て
い
る
。
分
岐

点
は
集
落
の
環
境
や
近
代
農
法
、

個
々
の
農
業
経
営
の
状
況
ご
と
に

異
な
り
、
農
家
の
仕
事
へ
の
地
域

の
金
銭
的
支
援
や
心
情
的
支
援
に

よ
っ
て
も
異
な
る
。

直
接
支
援
で
あ
る
農
村
環
境
対

策
費
は
「
仕
事
」
へ
の
国
家
的
支

援
だ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
認
知
度

が
低
い
。
自
然
や
命
に
対
す
る
地

域
政
策
を
展
開
す
る
に
は
農
水
、

環
境
、
国
土
交
通
各
省
が
一
体
で

取
り
組
ま
な
い
限
り
難
し
い
。
Ｅ

Ｕ
で
は
イ
ギ
リ
ス
が

年
前
か
ら

省
庁
再
編
で
実
行
し
て
い
る
。

そ
れ
を
打
破
す
る
の
は
市
民
活

動
の
パ
ワ
ー
だ
。
市
民
の
力
を
再

認
識
し
た
映
画
「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の

想
い
」
を
紹
介
し
、
市
民
の
手
に

よ
る
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

ド
イ
ツ
南
西
部
シ
ュ
バ
ル
ト
バ

ル
ト
（
黒
い
森
）
に
あ
る
人
口
２

５
０
０
人
の
小
さ
な
町
の
話
。
１

９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
か
ら
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
運
動
に
始
ま
り
、
実
現
不
可
能

と
思
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
電
力
供
給
に
成
功
。
「
市

民
に
よ
る
電
力
会
社（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）」

を
立
ち
上
げ
、
今
は
ド
イ
ツ
国
内

に

万
人
の
顧
客
を
抱
え
る
。

私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
翌
年
か
ら
３
年
間
、
当
時
の
西

ド
イ
ツ
に
駐
在
し
東
欧
諸
国
か
ら

脱
脂
粉
乳
を
日
本
へ
輸
出
す
る
仕

事
に
も
携
わ
っ
た
。
脱
脂
粉
乳
か

ら
放
射
能
が
検
出
さ
れ
輸
出
か
ら

外
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
東

西
合
併
後
ド
イ
ツ
で
の
こ
の
市
民

運
動
は
知
ら
な
か
っ
た
。
福
島
事

故
直
後
に
ド
イ
ツ
政
府
が
脱
原
発

に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
が
、
い
か

に
環
境
政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
て

も
、
電
力
供
給
に
不
安
を
感
じ
さ

せ
る
脱
原
発
に
転
換
す
る
と
は
理

論
的
な
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
な
い
と

驚
い
た
。
そ
ん
な
疑
問
は
こ
の
映

画
を
見
て
払
拭
さ
れ
た
。

農業と国土

ＮＰＯ生物多様性

農業支援センター

理事長 原 耕造
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